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徳島県環境審議会生活環境部会

会議録

１ 日 時

平成２７年１月２７日（火）午後２時から午後３時５分まで

２ 場 所

徳島県庁 １０階 大会議室

３ 出席者

（委員）１７名中１０名出席

１号委員：学識経験者，五十音順，敬称略

亀和万喜委員，貞本秀昭委員，近藤光男委員（会長），

東條昭二委員，百々健一委員，中村英雄委員，萬野行子委員，

水口裕之委員（副部会長），本仲純子委員（部会長）

２号委員：市町村長又はその指名する職員，敬称略

勝浦里美委員

（事務局）

篠原県民環境部次長，山崎環境管理課長 ほか

４ 会議次第

(1) 開 会

(2) 挨 拶

(3) 審 議

平成２７年度公共用水域及び地下水の水質の測定に関する計画の

策定について

(4) 閉 会

○配布資料

資料１：平成２７年度公共用水域及び地下水の水質の測定に関する

計画（案）

資料２：平成２７年度公共用水域及び地下水の水質の測定に関する

計画（案）概要

資料３：平成２７年度公共用水域及び地下水の水質の測定に関する

計画について（議事説明スライド配布用資料）
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５ 議事概要

(1) 開 会

（事務局）

出席委員数が１０名となり，生活環境部会委員数１７名の過半数を超

え，審議会の運営規程により会議が成立していることを報告。

(2) 挨 拶

篠原県民環境部次長

(3) 審 議

（部会長）

これから議事の進行をさせていただきますので，委員の皆様方には審

議に対する御協力よろしくお願い申し上げます。

それでは，ただいまから審議に入らせていただきます。

本日の議題はお手元の会議次第にありますように，知事から諮問のあ

りました「平成２７年度公共用水域及び地下水の水質の測定に関する計

画について」であります。この案件は，徳島県環境審議会運営規程第６

条第１項の規定により，環境審議会会長から当部会に付議されておりま

す。

それではまず初めに，平成２７年度公共用水域及び地下水の水質の測

定に関する計画の案について，事務局から御説明をお願いしたいと思い

ます。

（事務局）

資料３をもとに議題について説明。

（部会長）

どうもありがとうございました。

ただいまの事務局からの御説明に対しまして，何か御質問とか御意見

はございませんでしょうか。

国の動向も少し変わっているようでして，今までは水をきれいにする

ということに重点を置いていたんですが，それでは生物，水生生物とそ

れから海藻にとって，海藻が色落ちしたり，餌がなくなったりという問

題がでてきまして，県も国の方針に沿って動いていくと思います。

（委員）

調査地点で新町川上流，下流というのは，どの辺りになるんですか。

新町川もずいぶんきれいになってるということですけれど，まだこの中
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に田宮川がありますよね。田宮川は格別汚いと思うんですけど，ああい

うところはあまり調査しないんですか。調査地点には入らないんですか。

（部会長）

事務局どうですか。

新町川もほんとにあの辺りは汚いですよね。

（委員）

新町川もそうやけど，田宮川やね。田宮川がやっぱり汚いですから。

（事務局）

新町川につきましてですが，お配りしております資料１の６ページな

どに測定地点を書かせていただいています。新町川の，まず上流につき

ましては新町水門，三ッ合橋，新町橋で測定しています。それから，下

流では旧漁連前で測定しています。

田宮川につきましては，次の７ページになりますが，島田石橋と宮古

橋で測定しています。田宮川の島田石橋の平成２５年度の測定結果にな

りますが，ＢＯＤの値が平均で 2.6 ということで，汚濁が増えているよ
うな状況ではありません。

（副部会長）

計画自体には別に問題ないと思うんですが，ちょっと質問させていた

だきたいのが，底層の部分を測るという，底層というのはどれぐらい底

のほうになるんですか。細かい話で申し訳ないんですが。それともう一

つ，海藻の色落ちの原因ですね。

底層を測るというのは底層の部分のＤＯが下がってきているのが原因

と思いますが，それがどれぐらいなのか。それから海藻の色落ちについ

てはちょっと知らないので，何が原因なのか教えていただけるとありが

たいです。

（事務局）

それでは，底層溶存酸素等も含めて簡単にお話しさせていただきます。

部会長からもお話がありましたように，以前はきれいな水にしようと

環境対策がとられてきたんですけれども，今の国の考え方としましては，

里海という考え方があります。森と人が生活するような空間があって，

その中で色々な生物たちみんなが良い状態で生活していけるような，豊

かな水環境をつくっていこうという大きな考え方があります。

その中で，底層溶存酸素についてどのあたりを測るかということなん
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ですけれども，具体的な正式な測定方法はまだ出ていませんが，今のと

ころ，海底から１ｍぐらいの地点での酸素量を測ることになっています。

底層の溶存酸素を測るのがどうして大事かといいますと，まず一つは海

の底の酸素が少なくなると，底に住んでいる例えば魚とか生物が酸素不

足で住めなくなってしまうという大きな問題がおこります。

それから底層で酸素が少ない水ができてしまうと，これを貧酸素水塊，

貧しい酸素の水の塊という言い方をします。この貧酸素水塊が風などの

状況によって海の上のほうにでてきてしまいますと，貧酸素水塊の中は

酸素が少なく，酸素が少ない底にいる微生物につくられた硫化水素など

が含まれていて，その硫化水素が海の上のほうの酸素と反応して青潮が

発生することがあります。この青潮が発生してしまうと，干潟にいるア

サリのような貝類が大量に死んでしまうといった問題も生じています。

こういったこともありまして，国といたしましては，今までは環境基

準，４０年以上も前につくられたものなんですが，今までは公害を出さ

ないようにするための指標として色々な項目が設定されていました。た

だ，公害等の問題もだんだん減ってきて，今度は望ましい水環境を表す

ための指標が大事ということで，水生生物などが住める豊かな水環境を

つくる指標ということで，底層の溶存酸素量や透明度というものも新し

い指標として検討されています。

海藻の色落ちの問題なんですけれども，こちらもこれまでの環境施策

の中で海をきれいにしていこうと対策がとられてきましたが，今度は水

がきれいになりすぎてしまい，海藻等の栄養となる窒素やりんといった

ものまで瀬戸内海等の閉鎖性水域で少なくなりすぎてしまった，栄養が

少なくなりすぎてしまったということで，海藻の色落ちが問題となって

います。水産を専門としていないため色落ちの細かい作用機序はわから

ないんですが，きれいになりすぎて栄養がなくなってしまったことが一

つの問題となっています。

（副部会長）

透明度というのは。

（事務局）

その指標の中で，まず議論されておりますのがこの底層溶存酸素量で，

この透明度も環境基準に追加してはどうかということで，国で審議され

ているところです。
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（副部会長）

多分，光合成が必要ですよね。栄養と光と酸素。

（事務局）

はい，そうなります。

（副部会長）

わかりました。

ありがとうございました。

（部会長）

どうもありがとうございます。

瀬戸内海に限って言うと，今問題となっているのが，魚の量も減って

いると。餌が少なくなってしまって。そういう状況を元の豊かな海にす

るために，藻場の生育を助けようという方向に国も動いています。

ですから，ただ出さない出さないでは栄養分がなくなって，プランク

トンとかの小さな生物まで少なくなってしまう。そうすると魚も減ると

いうことになってしまいます。漁業関係の方は何年も前から訴えている

ことですので，国も動いている状況です。

他に何かございませんか。

（委員）

ちょっと教えていただきたいんですけれども，主に海のほうでＣＯＤ，

川のほうでＢＯＤの測定となっている理由はなぜなんでしょうか。

（事務局）

細かいことになりますが，この水質の測定計画は水質汚濁防止法に基

づいて計画が作られるもので，全国同じような形で作られています。こ

の計画の中で，処理基準として測定したものについてどのように判断す

るか，どういう扱いをするかという指針，通知が国からでています。そ

の中で河川につきましてはＢＯＤ ，海域につきましてはＣＯＤと定め

られているので，それに準じて測定を行っています。

（部会長）

よろしいでしょうか。

測定する手間はＣＯＤが比較的簡単で，ＢＯＤは何日もかかります。

どうしてそう決めたのか私もちょっとそこまでは。
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（委員）

ＢＯＤは生物学的なので，先ほどおっしゃっていた生物の生育環境と

かに関してのことかなと思ったんですが。土石が流れ込みやすいので，

土石の中に色々な微生物がいるからかなと。

それから，この河川や海域の中でＮＯｘとかＳＯｘは測ってないんで

しょうか。先ほどの窒素濃度とかが色落ちの原因と，今日もかなり大き

くテレビでも報道されていたんですけれども，窒素濃度が海域ごとに養

殖には非常に必要なんじゃないかなと思います。そういう地域の窒素濃

度とか酸素濃度とかの測定はどうなんでしょうか。

（事務局）

海域につきましても窒素やりんの濃度を，項目としては全窒素，全り

んという形で測定しています。

（部会長）

ＳＯｘとＮＯｘは大気のほうですね。水は全窒素です。

他に何か御意見，御質問ございませんでしょうか。

（委員）

今回の計画とは直接関係ないかもしれないんですが，水質汚濁防止法

の１５条と１６条で常時監視と測定計画と，１７条で公表というのがあ

るんですけれど，どういう形で公表されているんですか。

それで，こういう風に色々数字が書かれているんですが，測定結果が

出てその数字だけを見ても，今言われていた魚が住めるような環境にも

っていくとなれば，どうやってそれをつなげるような報告がされてるの

かなと。

（事務局）

測定結果の公表につきましては，全ての測定地点のデータ等は県のホ

ームページで公表されております。数字が見づらいということもあるか

と思うんですが，個別の川や海ごとでデータが見える形で，できるだけ

わかりやすいようなホームページとなるように検討もしながら，データ

については全て県のホームページで公表させていただいております。主

な内容につきましては，公表の際には概要のような形で文書をつけたも

のと合わせて公表しております。

同じように，全国の状況も環境省のホームページで公表されています。
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（委員）

現状は問題があるかないかっていうことなんですけれども，問題がな

いと言われてましたが，そういう状況なんですか。

（事務局）

そうですね。

徳島県につきましては平成２５年度の状況なんですけれども，河川・

海域ともに問題なかったということで公表させていただいております。

（委員）

では，問題がないというのがあると思うんですけど，今言われていた，

環境を変えていくことへのつながりというようなことはないんでしょう

か。

（事務局）

そこの部分が本当に今後の課題だと思います。今までの測定は，先ほ

ど申し上げましたとおり，環境基準の項目というのが汚染を，公害を防

止するという観点からのものでした。

来年度から測定予定としております底層溶存酸素量などは，まさしく，

今後の豊かな海づくりのためにどうしていくかという指標となっていく

と思いますので，そういったデータに関しましては，私達環境サイドだ

けではなく，農林水産部門にも今後適宜情報提供させていただいて，そ

ちらでもワカメの色落ちとか漁獲量の低下といった問題について御研究

いただけると思いますので，環境サイドのデータをお使いいただけるよ

うな形で連携していきたいと考えております。

（委員）

こういう結果が出て，それの原因とか，なぜそうなったかというとこ

ろまでの踏み込みっていうのはどこがやるんですかね。

現状はデータ的には良いと聞いてるんですけど，もしそれが範囲を超

えているような場合の原因はどういうところでわかるのかなと。

（事務局）

仮にでのお話になりますけれども，例えば，ある河川で今月環境基準

を超えたという話が出てきたとします。その時の環境基準を超える項目

にもよるんですけれども，そういった場合は，まず私達のほうに連絡が

ありまして，県のほうでも地域によって東部，南部・西部総合県民局と

ございますけれども，そちらのほうで突然環境基準を超えるような問題
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が起きたときは，まずは周辺で何か問題が起きていないか。例えば，近

くにある事業場から排水の処理がうまくいっていなく，きちんと処理さ

れていない水が出ていたりしないかを調べたり，農林水産関係のお仕事

をされてる方でもたくさん排水は出る施設はありますので，地域的・季

節的に大きな変動がなかったかどうかとか，そういうことは基準を超え

たというデータの速報値が入った時点で，確認や調査等をしているよう

な状況でございます。

それで原因がわかる場合と，季節的な問題等でわからない場合で経過

観察するという状況もあると思いますが，その都度ケースバイケースで

環境部局としては対応している状況でございます。

（委員）

わかりました。

（部会長）

その他どうですか。

（事務局）

先ほどから窒素とりんの減少についてお話がありましたので，補足と

いう意味で説明させていただきます。

まず，なぜ，どうして窒素とりんが減ってきたかということなんです

が，瀬戸内海は高度経済成長時代に，沿岸の工場から窒素やりんを含ん

だ排水が大量に流れこんでいました。そういった状況がありまして，例

えば１９７６年，昭和５１年ですと年間２９９件の赤潮が発生しており，

養殖の魚が被害を受けました。

そういうことがありまして，瀬戸内海環境保全特別措置法ができまし

た。その中で排水の規制がされるようになりまして，それからだんだん

ときれいな水が工場や事業所から出てくるようになってきました。赤潮

の発生件数のピークは３００件でしたが，今の段階でしたら年間１００

件程度の発生という状況です。水を規制することによって窒素とりんが

減ったことが，逆に今になってくると，栄養塩の不足というながれにつ

ながってきている状況です。

（部会長）

全くなくなってしまうというのも影響が。

その他何かございませんでしょうか。
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（委員）

もう一つよろしいでしょうか。

データをとる場所が水域の平均を示している場所かどうかということ

は，どのように精査して，出てきたデータ，数字はどの程度を許容範囲

として中央値や平均値をとっているのか，データ分析の仕方を教えてい

ただけますか。

（事務局）

御質問に直接お答えできてないかもしれませんが，まず測定の方法に

つきましては，国で定められた方法で，全く同じように全国で測定して

います。

データについては，例えば報告下限値は有効数字をいくつにするとか，

そういったことも測定計画の処理方法について通知がでておりまして，

それに基づいて有効数字をこの項目なら二桁で，報告下限値をこの値で

という設定がありますので，それで全国同じように処理しています。

（委員）

例えば河川だと，川の流れの速いところ，カーブしているところの内

側と外側とでは水質がだいぶん違うんですよね。それから，雨の多い日

では水質も全然違い，データが違ってくるんです。そういうことについ

ても規定があるんでしょうか。

（事務局）

採水の方法については，採水の前の日まで晴天が続いて水質が安定し

ている日に採水するとか，採水の場所についても河川は水の流れの中心

部の表層の部分を採水するとか，海域は原則として表層で海面の下５０

ｃｍで採水するといった規定があります。大雨の後に採水するといった

ことはありません。

（委員）

ありがとうございます。

（部会長）

地点というのは，まさしく，この会で決めることです。今までやって

きたデータ，調べなけれないけない地点というのは，どういう契機で年

ごとに変えるとか，ここを測ったらいいとかいうのは御提案いただけた

らと思います。

その他に何かござませんでしょうか。
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（委員）

私はよく漁師さんとお付き合いするんですが，魚が最近は獲れんと，

よく言います。環境の基準と何か関係があるんですか。非常に水質の関

係があるんかなあと思うんですけど。魚がこの最近は獲れんということ

を，ほんとよく言います。昔から比べると魚は減っています。

（部会長）

海流のこともあると思うんです。温暖化とかも。水がどう流れている

かということもありますし，それをきちんと証明できるかどうか，証明

するのは難しいと思いますが。

（事務局）

今言われました漁獲量の低下や海藻の色落ちもありますが，合わせて

最近大きな問題となっています。

なぜ減ってきたかというところは，先ほど話がありましたように栄養

が減ってきたということもあるんですが，具体的にははっきりわかって

いないこともあるので，環境省でも新たな指標を設けて，漁獲量の減少

等に対応していこうというのが今の状況です。これが原因だからという

はっきりしたものがまだないので，どういった対応をしていくかを決め

ていくために，やっと国も，環境省に関しては動き出したところです。

また，農林水産の関係の省庁が別の対応を行っていると思いますが，そ

こは私も専門外ですのではっきりとは申し上げられません。

（委員）

田宮川に行くとほんと汚いんですよ。見ただけで環境基準を超えてる

んじゃないかと思うんですが，ここの川は汚いというんで何か改善はし

ていくんですか。一向にここ何十年も変わってないように思うんですけ

どね。これから１００年ぐらい先になったら変わってるのかどうか，ど

れぐらいかかるんかと思いまして。

（事務局）

田宮川の話が出ましたが，田宮川も測定結果を見ますと，昔よりは数

値的にはよくなっています。見た目の部分であまり変わりはないという

ことはあるかもしれません。

やはり，生活排水等がある程度流入する河川というのは，下水道の普

及も大きな問題ではあると思います。一部の小学校等で水質汚濁防止の

教室として，例えば洗い物をするときに油をとってから洗うといった形

で，生活排水をできるだけきれいにするための取組みを行っており，今
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日やって明日結果が出るものではありませんが，地道にやっていかなけ

ればならないと感じています。

（委員）

市でも取組みはしていますが，毎日ずっと川に関わっていただいてい

るとしみじみとした思いはあるかと思います。数値的にはよくなってい

るということはありますが，今後も我々も環境サイドとして普及啓発を

がんばらなければならないと思います。

（委員）

それでもとても汚いでしょう。あれで環境基準値を満たしてるって言

ってもね。

はい，わかりました。

（委員）

見た目と水質は全然違うんでしょ。ゴミが浮いてるとか缶が浮いてる

のと数値とはまた違うだろうと思うんですが。川の透明度とかは影響す

るんですか。

（部会長）

成分によっては関係すると思います。

（委員）

だから，見た目とか臭いはこういう物質の測定値と比例はしない，ま

た別の対応，対策が必要なんではと思うんですが。

（委員）

濁度なんかも必ずしも一致はしないと思います。かなり大きな石が砕

けた砂状のものが濁度として出てくることもありますし。

これとは話が違うかもしれませんが，池田ダムのようなダムがたくさ

んできてきて，ダムに土砂がたまりますよね。何年か，何十年かに一回

はそれを放出しないとダムが埋まっていくという話があるんですが，放

出したときに川の水質や生物系はどうなるんでしょうか。

（事務局）

ダムの土砂を放出した時の河川の状況については，環境部門としては

測定していないんですけれども，河川管理をしている県土整備の部門で

は，そういうデータをとっているという話を聞いたことはありますが，
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具体的にどういう値になっているかまでは持ち合わせていません。

（部会長）

よろしいでしょうか。

色々たくさんの御意見が出ましたが，この計画案を部会報告とするこ

とでいかがでしょうか。

異議なし

（部会長）

では，特に意見もないようですので，本案をもって部会報告とさせて

いただきます。

それでは，事務局で報告案を朗読していただけますでしょうか。

（事務局）

報告案朗読

（部会長）

ありがとうございました。

この報告案について何か御意見はございませんでしょうか。

異議なし

（部会長）

よろしいですか。

特に御意見もないようですので，この文案をもって部会報告とすると

ともに環境審議会会長に報告させていただきます。

本日は会長に御出席いただいておりますので，一言よろしくお願いし

ます。

（会長）

熱心に御議論いただいいてまとめていただだいたこの報告を，徳島県

環境審議会運営規程第８条第２項によりまして，環境審議会の決議とし

て知事に答申させていただきたいと思います。どうもありがとうござい

ます。

今日お話を聞かせていただいて，大事なことをお話されていたと思い

ますが，一言だけ。今日の議題に関することは，水質汚濁防止法という

法律に基づいて，その精神は県民の健康を守るということ，生活の安全



- 13 -

・安心という観点で水質を良くしていこうということでありますが，そ

れ以外の部分の話もたくさん出た気がするんですね。汚れているとか魚

が獲れないとか。それはおそらく水質汚濁防止法の外の話だと思います。

ただ，県民・国民が生活する上でそれに対する何か措置が必要だと思い

ますので，皆さんが声を上げていただいて，行政は県でするのか国です

るのかわかりませんけど，国がやるのであれば，国に言って新しい法律

でやりましょうとか。そういうことが大事だと思いますので，是非議論

していただいたらいいかなと思います。

（部会長）

ありがとうございました。

それでは，これをもちまして本日の審議を終了させていただきます。

議事の進行に御協力ありがとうございました。

（事務局）

ありがとうございました。

それでは最後に，県民環境部篠原次長からお礼を申し上げます

（篠原県民環境部次長）

お礼

(4) 閉 会

（事務局）

以上をもちまして，徳島県環境審議会生活環境部会を閉会いたします。

長時間にわたり御審議いただき，ありがとうございました。


